
─ 84 ── 85 ─
� 　（全書芸＇20.4月号）

張

遷

碑

（
師
範
）

　
　

※
こ
の
中
よ
り
字
数
・
句
切
れ
等
を
考
え
て
書
く
こ
と

智
永
千
字
文
（
師
範
・
一
般
条
幅
部
）

　
　

※
こ
の
中
よ
り
字
数
・
句
切
れ
等
を
考
え
て
書
く
こ
と

１
月
号

３
月
号

12
月
号

２
月
号

４
月
号

６
月
号

５
月
号

７
月
号

�����������������������������������������������������

師範・一般受験昇試課題

（
昨
年
度
十
二
、一
、二
、三
月
号

古
碑
法
帖
掲
載
部
分
に
限
る

）

（
本
年
度
四
、五
、六
、七
月
号

古
碑
法
帖
掲
載
部
分
に
限
る

）



─ 86 ─
（全書芸＇20.4月号）

─ 87 ─

創　　 作　　 語　　 句

師
範
部

　

釈
文
＝
生
逢
盛
世
憂
何
事　

家
在
靑
山
道
自
尊
（
孫
一
元
）

　

よ
み
＝
う
ま
れ
て　

せ
い
せ
い
に　

あ
う　

な
に
ご
と
を
か　

う
れ
え
ん　

い
え
は　

せ
い
ざ
ん
に　

あ
り
て　

み
ち　

お
の
ず
か
ら　

と
う
と
し

　

大
意
＝
生
を
太
平
の
世
に
う
け
何
事
に
も
憂
い
は
な
い
。
家
は
青
々
と
樹
木
の
し
げ
っ
て
い
る
山
に
あ
り
、
道
は
自
然
に
尊
く
思
う
。

一
般
条
幅
部

　

釈
文
＝
詩
書
作
二

我
閑
中
地
一

。
風
月
知
二

人
醉
裏
天
一

。（
不
詳
）

　

よ
み
＝
し
し
ょ　

わ
が　

か
ん
ち
ゅ
う
の　

ち
を　

な
し
、
ふ
う
げ
つ　

ひ
と
の　

す
い
り
の　

て
ん
を　

し
る
。

　

大
意
＝
詩
や
書
物
は
自
分
の
閑
中
の
境
地
と
な
り
、
清
い
風
や
明
る
い
月
は
人
の
酔
時
の
事
を
能
く
知
っ
て
く
れ
る
。

※　

わ
か
り
に
く
い
字
を
「
角
川
・
書
道
大
字
典
」
等
か
ら
拾
い
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

※　

師
範
部
は
、
張
遷
碑
・
智
永
千
字
文
・
創
作
語
句
を
楷
・
行
で
計
四
種
を
書
き
、
出
品
の
こ
と
。

　
　

一
般
部
は
、
智
永
千
字
文
・
創
作
語
句
を
楷
・
行
で
計
三
種
を
書
き
、
出
品
の
こ
と
。



─ 86 ── 87 ─
� 　（全書芸＇20.4月号）

　

創
作
語
句

②　《
短
歌
》　

　
　
　

潮し
ほ

光ひ
か

る
南み

な
みの

夏な
つ

の
海4

走は
し

り

　
　
　

日ひ

を
仰あ

ふ

げ
ど
も
愁4

ひ
消け

や
ら
ず�

（
若
山
牧
水
）

　
　
　

大
意
＝
海
面
が
輝
く
南
の
夏
の
海
辺
を
走
っ
て
太
陽
を
仰
ぎ
み
て
も
、
物
悲

し
さ
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

③　《
俳
句
》

　
　
　

は
す
か
ひ
に
渡わ

た
し舟
た
だ
よ
ふ
夏4

の
河か

は�

（
志
城　

柏
）

　
　
　

大
意
＝
渡
し
舟
が
斜
め
に
漂
っ
て
い
る
な
あ
、
夏
の
河
に
。

※•
印
は
必
ず
漢
字
を
使
用
の
こ
と
。

※‌�

「
二
玄
社　

和
様
字
典
」「
角
川
書
道
字
典
」
な
ど
か
ら
拾
い
ま
し
た
。

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

※
師
範
受
験
者
は
①
②
③
の
三
種
を
書
き
、
出
品
規
定
を
熟
読
の
上

　

出
品
の
こ
と
。

師　範　受　験　昇　試　課　題

①　

和
泉
式
部
続
集
切

12
月
号

２
月
号

１
月
号

３
月
号

�����������������������������������������������������

夏 海

愁

（
昨
年
度
十
二
、一
、二
、三
月
号
古
筆

か
な
条
幅
手
本
部
分
か
ら
に
限
る

）



─ 88 ─
（全書芸＇20.4月号）

─ 89 ─

　

創
作
語
句

Ⓑ
《
短　

歌
》

　
　
　
　

筆ふ
で

の
穂ほ

の
細ほ

そ

き
を
見み

れ
ば
春4

の
夜よ

の

　
　
　
　

し
づ
け
き
思4

ひ
極き

は

ま
る
ご
と
し�

（
吉
井　

勇
）

　
　
　

大
意
＝
筆
の
穂
先
の
細
さ
を
見
る
と
、
春
の
夜
の
静
か
な
思
い
が
極
ま
る
よ

う
だ
。

※•

印
は
必
ず
漢
字
を
使
用
の
こ
と
。

※�
「
二
玄
社　

和
様
字
典
」「
角
川
書
道
字
典
」
な
ど
か
ら
拾
い
ま
し
た
。

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

※
一
般
条
幅
部
は
Ⓐ
本
阿
弥
切
・
Ⓑ
短
歌
の
計
二
種
を
書
き
、
出
品　

　

規
定
を
熟
読
の
上
出
品
の
こ
と

一　般　条　幅　部

Ⓐ
本
阿
弥
切

�����������������������������������������������������

春思

（
本
年
度
四
、五
、六
、七
月
号　
　

古
筆
か
な
条
幅
手
本
部
分
に
限
る

）

４
月
号

６
月
号

５
月
号

７
月
号



─ 88 ── 89 ─
� 　（全書芸＇20.4月号）

霜

半　紙　部　　　昇　試　課　題

※
計
三
枚
を
書
い
て
出
品
の
こ
と

⦿
現
在
１
級
の
方
は
条
幅
部
で
な
い
と
受
験
で
き
ま
せ
ん

※•

印
は
必
ず
漢
字
を
使
用
の
こ
と　

※
計
二
枚
を
書
い
て
出
品
の
こ
と

※‌�「
二
玄
社　

和
様
字
典
」「
角
川
書
道
字
典
」な
ど
か
ら
拾
い
ま
し
た
。

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

⦿
作
品
の
左
に
、
支
部
名
・
現
在
級
・
氏
名
を
書
く
こ
と

＝ 創 作 ＝ ＝ 臨 書 ＝

（４月号図版の中より）

楷
書
＝
雲
騰
致
雨

行
書
＝
雲
騰
致
雨

釈
文
＝
雲
騰
致
雨

読
み
＝
雲
は
騰の

ぼ

り
て
雨
を
致
し
、

〈
漢
字
〉

＝ 創 作 ＝ ＝ 臨 書 ＝

※４行に書くこと

　
　

大
意
＝
今
朝
は
霜
が
白
く
降
り
て
、
自
然
と
泉
の
音
に
春
の
訪
れ

を
感
じ
る
こ
と
だ
。

よ
み
＝
古い
に
しへ

は
散ち

る
を
や
人ひ
と

の
惜を

し
み
け
む

い
ま
は
花は
な

こ
そ
む
か
し
恋こ

ふ
ら
し

〈
か
な
〉近衛本和漢朗詠集

《
短　

歌
》
此こ

の
朝
あ
し
た

霜3

し
ろ
く
し
て
お
の
づ
か
ら

泉い
づ
みの

音お
と

に
春は
る

き
た
る
べ
し�

（
土
屋
文
明
）

　
　

大
意
＝�

昔
は
主
人
が
桜
の
花
の
散
る
の
を
惜
し
ん
だ
の
で
あ
っ
た
ろ

う
が
、
今
で
は
花
の
方
で
主
人
在
世
の
昔
を
恋
し
く
思
っ
て

い
る
ら
し
い
。

真草千字文


